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欧 洲 ウ ロ ウ ロ 記
慶応大学教授 田 村 一
丁度2年 前 の8月 末 に羽 田空港 を飛 び立 つて欧洲 の各地 を視察 した ので,当 時 の泌尿 器科 の状況
を書いてみた い.と にか く2箇 月余 の短か い間 に飛 び廻つ て歩 いた こととて,極 めて皮 相の観察 に
過ぎなかつた ことを予 め御諒 承願 いたい と思 う.
ItalyではRoma大 学 の泌 尿器科 を訪 れた.9月 の上 旬であつたか らMingazzini老教授 は
ヵプ リ島に避 暑に行つ て居 る との ことで,若 いArduini教授に逢 つた.教 授 は6尺 豊か な立 派な
体躯で年齢は40歳そ こそ こで ある.教 室員 をつれて病室,手 術室,研 究室,講 堂等 を案 内 して くれ
た。 病室は1階 は男 の患者,2階 は女 の患者 を収容 しベ ツ ト数は46との ことで ある.前 立腺肥大
症,膀 胱腫瘍,結 石が 多 く,結 核 も少数入つ ていた.3階 は教 授室,検 査室,手 術室 で レン トゲ ン
はYou㎎ の レン トゲン テー ブル を使用 していた.地 下 は研 究室でMingazzini教授考案 の人工
腎臓の器械 が一室 を占め てい た.
SwissではZUrichのKantonsSpitalとBase1のBdrgerSpitalを視察 したが,い つれ
も泌尿器科 は外科 に属 していた.し か しZtirichのProf.Brunnerのもとで専 ら泌尿器科 を担
当しているDr.Rohrerが案 内 して呉れた ところに よる と興 味 ある症例 も可成入つて いる し,施
設も伸 々よ く備つてい る.
独逸ではMifnchen,Hamburg,Difsseldorf,Bonn等の大学 を訪 れた.依 然 と して独逸で は
泌尿器科 患者 を外科で扱 つてい るところが 多 く,恐 ら く現 在で も泌 尿器科 が独立 して教 授を置いて
いるところはMttnchenとHamburgぐ らいな ものだ ろ う.し か し外科 の主任 教授 も泌 尿器科
は独立 さすべ きだ との意見 を洩 らして いた ので,独 立 の気運 は醸 成 されて来 て居 る様 に思 う.
MttnchenのThalkirchnerstrasseにある泌 尿器科 を訪 れた のは9月 上旬 で,ま だ休暇 中で
あつたが,幸 にProf.Mayが 出勤 していた ので快 く逢 つ て呉 れた.50歳 近 い 長身 痩 形無 留 の
紳士である.こ こは病 床75であるが,他 に猶100床あるとの ことで,い ろいろ治療上 の 話 を聞いた
後で,検 査室,レ ン トゲン施設,手 術室,研 究室 及病室 を案 内 して呉れ た.May教 授 は結核 に興
味をもっ ている由で,そ の患者 も案 外 に多かつた.金 属 カテーテル,膀 胱 鏡共 に尿道 の損傷 を避け
るために真直 なものを使用 し,い つ れ も煮沸 消毒 を行っ ていた.同 じ建物 に皮 膚科 のProf.Mar-
chioniniが居 たので逢 うことが 出来 た,
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Hamburg,Ddsseldorf,Bonnはいつれ も外科 で扱 つてい るので特 に述 べ る こと もなかった.
DUsseldorfではProf.Boeminghausが旅行 中で逢 えなかつた の は残念 で あつたが,Medizi-
nischeAkademieで外科 のProf,Derraを訪 ね泌 尿器科 主任 のProf・Dettmarに逢つ て前立
腺別除術,尿 道 下裂症 の手術 を観 る ことが出来 た.
瑞典 ではStockholmのKarollinska大学 とS6der病 院 を観た.Karollinska大学では
Pr()f.Hellstr6mをたつ ねた ところが,廻 診 す ると ころであつ た ので一緒 につ いて廻 つた.先 づ
レ線写真を陳列 した大 きな二部 屋で各受持か ら説明 をき き,そ れに助教授,講 師連が いろい ろ意見
を陳べ るのを教 授は うなづ きなが ら訊 いていた.教 授 は殆 ん ど発言 しなかつた.そ れか ら病室 を廻
り出 したのである.私 はGiertz講師(明 年Stockholmに開催 され る第11回国際泌 尿器科学会
で宿題``Lediagnosticdelavessieneurologique"を担 当す ることになつてい る)の 前立腺
全別 の手術が始 まるとのことで あつたか らそれ を見 学 した.Karollinska大学病院 も,南 病院 も
病 床2,000に近 い実 に堂kた る,し か も整 備 したものである.
仏蘭 西ではParisのHopitalNecker,HopitalCochin,HopitalLariboisiereを観 たが,
泌 尿器科 誕生の地 ともい うべ きCliniquedeGuyonのあ るHopitalNeckerは昔 日の活気な く,
現 在ではProf.Fey及KUss助 教授 の出勤 しているHopitalCochinが最 も整 備 してい る.特
に ここではPavillonAlbarranの豪壮 な建 築が完成近かつ た.Prof・Feyに逢 つたが病中との
ことでKttss助教授 の案 内で手術室,レ 線室,研 究室等 を観 たが建 築が完成 した ら立 派な ものに
なるだ ろ う
英国では先づLondonのHenriettaStreetにあるtheInstituteofUrologyを訪ね所長 の
Dr.Highamに逢 つ た.地 上3階 地下1階 の余 り大 き くな い建物 で あるがUniversityofLon-
donに所属 していて専 ら大学卒業後 の専 門教 育 をす る施設 を 備え ている.そ のす ぐ前 に泌 尿器科
病 院 として最 古(創 立1860年)の有名なSt.Peter'sHospita1がある.病 床40床で,い たるとこ
ろに長 い歴 史を物語 る 匂 のす る 病院で ある.そ の他に泌 尿器科病院(大 学 所属)と してはSt.
Paul'sHospital,St・Philip'sHospita1とが ある.S ,PaursHospita1は腐床49であるが,研
究室が10室ほどあつ て,研 究設 備も近代的 に整 備され ていた.そ の外 にLondonではMilddlesex
HospitalでProf・Richesに逢 い,腎 臓 手術 を観 た し,Urethritisnongonorrhoicaの著者
Dr・Harkness(65歳の停年で教職 を退 き・診療所 を開 いてい る)をWimpoleStreetにたつね,
又ListerInstituteofPreventiveMedicineに欧洲 でP.P.LOの 第・一…人者 と称 され るKlie-
11eberger女史を訪 れた.
